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「生成ＡＩは便利そうだが、自社にはまだ早いのでは」とお考えの経営者の方もいらっしゃるかもしれ
ません。川口商工会議所が実施した『第８回クローズアップ市内景況調査（Ｒ７.10月～12月期）』によ
ると、生成ＡＩを「全社的に活用」「特定部門で活用」「希望者のみ活用」を合算した「活用している」
は31.1％、「現状では活用していないが、今後活用を検討」を含めると59.4％に上り、今後生成ＡＩ活用
が進んでいくことが想定されます。生成ＡＩの活用で実感した効果として「コスト削減」「斬新なアイデ
ア獲得、イノベーション創出」「人手不足の解消」などが挙げられ、経営者を悩ます課題の解消に生成
ＡＩが寄与しています。
代表的な生成ＡＩである「ChatGPT」を約７割の企業が利用しており、「文書作成・要約」や「情報
収集・アイデア出し」といった業務での活用が多いようです。まずはメール作成や、アイデア出しの壁
打ち相手として試してみるのがおすすめです。

■生成ＡＩ活用におけるリスク
ＡＩの利用にはセキュリティリスク、生成物には著作権に抵触する部分や誤情報が含まれているリス

クがあります。セキュリティの観点では、無料版の生成ＡＩだと、入力データがＡＩの学習に利用され
てしまうリスクがあります。経理業務や契約書の作成・チェックなどの業務に生成ＡＩを組み込む際は、
情報が学習されないモードを選択できる有料プランの導入を検討するとよいでしょう。そのうえで、「個
人情報や機密情報は絶対に入力しない」「生成物の利用には社内の承認が必要」など社内ルールを明確に
定める必要があります。
■経営者は生成ＡＩとどう向き合うのが効果的か
生成ＡＩ活用の真の目的は「人がやるべき仕事に集中する」環境を作ることです。例えば、議事録の

整理やメール作成などの業務を生成ＡＩに任せることで、空いた時間を社員や顧客と向き合う時間、経
営戦略を練る時間にあてることができます。
■社員に生成ＡＩをどう広げるのが効果的か
まず経営者自らが「生成ＡＩで効率化し、人にしかできない仕事に注力しよう」と発信することが大

切です。その上で、社内で「こんな風に使えた」と気軽に共有できる場を作ったり、小さな勉強会を開
催したりするのが効果的です。活用した社員を称賛する風土を作ることで、自然と社内に定着していき
ます。

生成ＡＩの導入・活用に向け、ツールの選定や社内ルール
作りに不安を感じることもあるでしょう。私たち中小企業診
断士は、企業の皆様の状況に寄り添い、ＡＩ活用の小さな第
一歩から無理なく伴走いたします。身近な相談相手として、
ぜひお気軽にお声がけください。
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